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高知県室戸市の 2か所の観測点の 15日データ 

＞3月 23日深夜にほぼ同期した 1本立ちデータが出た。 

 

広島市中区の 15日データ＞同じく 3月 23日深夜に室戸と同期して 1本立ちが出た 

 

地震発生 01＞3月 24日 AM4時 24分 徳島県北部 M2.1 

 



地震発生 02＞3月 24日 AM4時 24分 徳島県北部 M2.1 

 

＜3か所の異常データと発震のタイミングについて＞ 

 

 

 

 



3か所の観測点の位置関係 

 

考察； 

最近あたらしく高知県室戸市のジオパークに観測装置を設置して頂き、室戸市内浮津の 

観測点と２台になった。この室戸の 2か所の観測点に 3月 23日の深夜に、データは小さ

いが同期して 1本立ちの異常データが出た。 

また少し離れた広島市中区の LW-402 の観測点にも同じような同期した 1 本立ちの異常デ

ータが出た。この広島市中区の LW-402の観測点は 通常の観測点と違い、長波帯での 

パルスノイズを観測している。 

上記 3か所の観測点で小さいが異常なデータが 3月 23日の深夜に同期して出ていたが 

数時間後の３月 24日 AM4時 24分に 徳島県北部 M2.1の地震が発生した。 

 

通常、M2クラスのような小さい地震は多発しており また上記 3か所の観測点での 

異常なデータも大変小さいものなので、データと地震の関係も 疑似相関になりやすいの

で共に無視してしまうものである。 

しかし今回は高知県室戸の２か所のデータが同期していたことと、M2クラスの小さい 

地震であっても徳島県北部の震源はめずらしいものであり また高知県室戸の２か所の 

同期したデータが出てから数時間後の発震であったことから 一応記録してみた。 

震源の徳島県は高知県の隣であるが地図上で位置関係を見ても大変近いことがわかる。 

 

また広島市中区の LW-402 の観測点にも同じような同期した 1 本立ちの異常データが出た

が この広島市中区は震源から遠いように思えるが LW-402 の観測点は 通常の観測点と

違い、長波帯でのパルスノイズを観測しており長波帯の場合、通常の中波帯の観測装置よ

り遠方のデータも捉えられる可能性があると考えられる。 

 

 


